「ふ ッふッ ふ と h ,1 ろで、 甚 だ 遺憾に ぞん ずるが、 

さし あ げし にん 

杉の 巿は 直接た つての 下手人 じ やねえ。 どうして どう 

して、 これに ゃァ 複雑んだ アヤが ある。 こいつ を、 ほ 

ぐせ たら 大した もんだ。 …… それで、 ひとつ、 お 手 並 

を 拝見し ようと 思っての。 なにしろ、 こんど は、 こつ 

ちが 叩きのめ してやる 約束 だから …… 」 

めいど 

冥土へ 

「おい、 ひよ ろ 松 …… おい、 ひよ ろ 松 …… 」 

垢 染んだ 黒 羽二重の 袷 を 前下がりに 着、 へちまな り 



出る より 早く、 

「おお、 阿古 十郎 さん …… 実ァ、 いま、 脇 坂の 部屋へ 

お伺いし ようと 思 つ ていたと ころなん で …… 」 

顎十郎 は、 懐中から 一 通の 封 じ 文 を 取り出す と、 ひよ 

ろ 松の 鼻の 先で ヒラ ヒラ させながら、 

「おい、 ひよ ろ 松、 藤 波の やつが、 こんな 手紙 をよ こ 

した。 …… 千賀 春が、 どうと かこうと かして、 緘が乳 

房へ ぶッ 刺さって、 按摩の 杉の 巿は左 ききだから、 と 

て も 甘え もの はいけ ねえだろう のどう のこう の。 …… 

実ァ、 まだよ く 読んで いねえ の だが、 なにやら、 やや 

こしい ことが ごし や) J しゃ 書いて ある。 …… 大師 流で 



…：- J 

頭を搔 きながら、 ありよう を 手 短 かに 語り、 

「情けね え 話です が、 歯軋り をしながら、 杉の 巿を 

しょつ ぴ いて 来て、 調べて 見る と ：••： 」 

「 …… 杉の 巿じ ゃァ なかった」 

「え ッ、 ど、 どうして、 それ を …… 」 

「なに を、 くだらない。 下手人が 杉の 市なら、 藤 波が 

わざわざ 言つ てよ こす 害ァ なかろう、 つもつ て も 知れ 

る じ やない か」 

「いや、 もう、 ご 尤も。 …… それで、 杉の 巿 をぶ ッ叩 

いて 見る と、 一時 は、 しんじつ、 そう も 思った こと も 



ぎょくだい おととい 

…… これ は 今までの 玉代に とってお く。 …… 一昨日 

おいでと 蹴り 出され、 あげくのはて、 五 十両の 件が 

ば れ たむ らちよう 

露見て 家 は 勘当。 田 村 町の 髪 結の 二階に ひっそくして、 

三度の 飯に も 気が ね するとい う ひどい 御 沈 落。 …… く 

やしく つてなら ねえから、 講談で 聞いた 谷 口 検校から 

思い ついて、 これなら よも や 判りつ こ はねえ だろうと、 

しろうと すぎ やま リ ゆう くだば リ 

素人で も 打てる ように、 杉 山 流 の 管緘を 買い、 自分の 

膝 を 稽古台に して、 朝から 晚 まで 緘 打ちの 稽古。 ちょ 

ひとまわり 

うど 一週 ほどす ると、 どうやら 打てる ようになった 

から、 これでよ しと 昨夜の 亥 刻 頃 (午後 十 時) そっと 

忍んで 行って 勝手口から 隙 見して 見る と、 千賀春 はず 



ろうな」 

がまち 

ひよ ろ 松 は、 上り 框 から 腰 を 浮かし、 

「なにしろ、 医者の 診 立てが 早 打 肩。 それに 検死が す 

よつ どき 

みました もんです から、 今朝の 巳 刻 (午前 十 時) 家主 

とほかに 一 一人ば かリ 引き 添って 焼 場へ 持って行つ てし 

まいました」 

顎十郎 は、 立ち上る と、 

「そいつ は、 いけね え」 

いきなり、 ジン ジン 端折り をす ると、 いまにも 蚯け 

出しそう な 勢いで、 

「方角 は どっち だ …… 東 か、 西 か、 南 か、 北 か、 早く、 



ぬかせ」 

ひよ ろ 松 は、 おろおろしながら、 

につまり 

「な、 な、 なんでも、 日暮里 だと 申して おりました」 

「日暮 里 か、 心得た。 …… まだ、 そう 大して 時刻 もた つ 

さんまい ゆかんば 

ていない、 三枚 駕籠で 行ったら 湯灌 場 あたりで 追いつ 

ける かも 知れね え。 …… おい、 ひよ ろ 松、 これから 

ま. P お： h 

棺桶の 取 戻し だ。 おまえ も いっしょに 来い …… といつ 

て、 龃け 出したん じ や 間に あわねえ し、 町 駕籠で も 精 

がね え」 

やしき 

ふと 向いの 邸に 眼 をつ ける と、 膝 をう つて、 

「うむ、 いい ことがある」 



顎 十郎の そばへ 膝 lb よると、 大息 をつ いて、 

「やはり、 お 推察 通りで ございました」 

顎十郎 は、 うなずいて、 

「そうだろう、 …… それで、 藤 波の ほう はどう だ。 やつ 

て 来る と 言った か」 

「おつかい 通り、 きつち リ亥刻 (午後 十 時) にお 伺い 

すると いう 口上でした」 

「それなら いい、 亥 刻より 早く 来られち や、 ちょっと 

迷惑 だ」 

ブック サと 眩いて から、 

「それで、 杉の 巿が自 たか」 



「なかなか 強情う、、， J ざい ましたが、 ぼんのくぼの 緘痕 

のこと を 申します と、 とうとう 白状いた しました」 

「左手に 撥 を 持たせた の も、 杉の 巿の 仕業だった ろう」 

「さようで ございます。 …… 角太郎 が、 じぶんに 濡衣 

を 着せる つもりで、 こんな こと を 仕組んだ の だ、 とう 

まく 言い逃れる ために、 逆の 逆 を 行った わけなんで ご 

ざ います」 

「執念い の …… じぶんの 濡衣 どころ じ やねえ、 はじ 

めつ から、 角 太郎を 突き落す つもりで やった ことなん 

だ。 角太郎 が、 ゆく りなく、 露 月亭へ 『谷 口 検校』 を 

ききに 来て いた。 …… それから 思いついて 書いた 芝居 



思って いたのに、 いきなり 鼻ッ 先にい るんだ から、 驚 

いて 一 度 は 逃げ かかった が、 どうやら、 ずぶ ずぶ になつ 

てつ ぶれて いるら しい。 …… よほどよ く 寝 こんでいる 

と 見えて 寝息 さえき， J えな い。 そり や ァ そうで 

しょう。 その 時 は、 角 太 郎に緘 を 打 たれて、 もう 死ん 

でいたん だ。 …… 杉の 巿 はそんな こた ァ 知らない。 し 

めた とば かりで、 肩から 手で さぐり あげて 行って、 そ 

こ は 角太郎 とちが つて 馴れた もんです。 中腰に なった 

ままで、 ぼんのくぼへ、 ずッ ぷリ緘 をお ろして、 二三 

度 強く 震り こんだ。 …… 度胸が いいよう だが、 やった 

となると、 あと はもう 逃げ出したい 了む。 かねて 企ん 



「おい、 ひよ ろ 松、 たった ひとりで 独酌 を やって いる 

やつが、 そんなと ころへ 姚子 をお く か 9 …… 二人が 忍 

んで 来る すこし 前に、 誰か ここで 千賀 春に 酌 をして い 

たやつ が ある」 

r なるほど」 

「ついで だから、 言って おくが、 杉の 巿も 下手人で な 

けり や あ、 角 太郎も 下手人 じ やねえ」 

「え ッ」 

「千賀 春 は、 二人が やって来る 前に …… もう、 死んで 

いたんだ」 

ひよ ろ 松 は、 膝 を 乗り だして、 
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